
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

渡 部  潤 一 氏  

〈天文学者〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続々見つかる「第二の地球」候補 ～地球外生命発見への期待～ 

演題 

◆経 歴 

 １９６０年、福島県生まれ。 

 １９８７年、東京大学大学院、東京大学東京大学東京天文台を経て、 

現在自然科学研究機構国立天文台副台長、教授 

総合研究大学院大学教授。理学博士。国際天文学連合副会長。 

流星、彗星など太陽系天体の研究の傍ら、最新の天文学の成果を講演、 

執筆などを通して優しく伝えるなど、幅広く活躍している。 

１９９１年にはハワイ大学客員研究員として滞在、すばる望遠鏡建設推進の一翼を担った。 

国際天文学連合では、惑星定義委員として準惑星という新しいカテゴリーを誕生させ、冥王星をその

座に据えた。 

◆主な著書 

 「最新 惑星入門」（朝日新聞出版、共著） 

 「面白いほど宇宙がわかる１５の言の葉」（小学館１０１新書） 

 「新しい太陽系」（新潮新書）「ガリレオがひらいた宇宙のとびら」（旬報社） 

 「星空からはじまる天文学入門」（化学同人） 

 「天文写真でひもとく 宇宙のふしぎ」（ソフトバンククリエイティブ・サイエンスアイ新書） 

 「太陽系の果てを探る」（東大出版） 

 「星の地図館」（小学館、共著）「しし座流星雨がやってくる」（誠文堂新光社）  など 

５月19 日（水） 

上伊那教育会館（いなっせ） 

  ※オンラインでの開催 

講演 １５：０５～１６：３５ 

主催 公益社団法人 上伊那教育会 

会員発表  池上一輝さん(伊那東小)  黒河内香さん（伊那中）  １４：２0 ～ 1４：５0 

 


